令和２年７月２０日
江府町訓令第５７号
江府町の農業を担うコミュニティづくり事業実施要領
(趣旨)
第１条　この事業は江府町の農業を担うコミュニティづくり事業(以下「事業」という。)の実施に関する取扱いについて、江府町の農業を担うコミュニティづくり事業補助金交付要綱(令和２年７月　２０日付江府町訓令第５６号)、(以下、「要綱」という。)に定めるもののほか、この要領に定めるところによる。

(事業実施主体)
第２条　本事業の実施主体は、経営所得安定対策事業に申請し、かつ江府町内を拠点とするグループ営農組織(任意組織)とする。

(事業内容及び留意事項)

第３条　
１グループ営農体制強化支援型
　　(１)事業内容
　　　　グループ営農組織(任意組織)の農業経営支援及び体制強化を図る事業とする。
　　(２)事業実施期間
　　　　令和２年度から令和４年度までの３年間とし、申請年度か
ら３年間の継続事業とする。（最終年度の申請の場合は最長令和６年度まで）
　　(３)対象農地
　　　　江府町内の農地を対象とする。

　　(４)事業要件
　　　　様式２号に記載している以下の活動を実施し、それぞれの
活動に設定されている点数を集計し、10点以上を達成すること。ただし、選択活動については実施した回数に応じてその都度加点する。
　　　ア必須活動(5点)
(ア)主な農作業の活動エリアに属する集落等を中心として必ず「人・農地プラン作成・見直、もしくは「集落農業意見交換会」を開催し、集落の農業・農地について協議する機会を設けること。
　　　イ 選択活動(1点)

(ア)活動内容を町内へ広く伝達するために活動内容をまとめた「活動報告書(かわら版)」を作成し、公共施設等に掲示、または集落内に配布する。
(イ)構成員の農業スキルを向上させるために、営農に関する 諸研修を受講、または営農上必要な農業機械免許を取得する。
　　　ウ 選択活動(2点)
(ア)管理する農地について昨年度の取組面積よりも50a以上拡大する。(取組初年度は選択不可)
(イ)営農に係る作業について、主な農作業の活動エリアに属する集落等の人を交えた交流活動(播種、耕起、収穫、草刈り等を集落で協力)を行う。
(ウ)営農以外の活動について事業実施主体が中心となって、主な農作業の活動エリアに属する集落等の人を交えた交流活動(夕涼み会、そば打ち会等)を行う。
(エ)新たな構成員を加入する。(取組初年度は選択不可)

(除外規定)
第４条　次に揚げる場合は本事業の対象としないものとする。
（1） 構成員が２名未満のグループ営農組織(任意組織)
（２）事業実施期間中に組織の法人化、または解散した場合
（その他）
第５条　この要領に定めるもののほか、本事業の実施について必要な事項は、町長が別に定める。
附則
この要領は、令和２年７月２０日から施行し、令和２年４月１日から適用する。
